
今回鱳説明会鱴夜間鱳時間帯鱰実施鱜鲃鱜鱤鱑、次回鱴、幼稚園・保育園・学校
鱯鱮鱭相談鱜鱫、参観⽇等、⽇中鱳時間帯鱰実施鱞鲐鱘鱭鲇検討鱜鱫鱉鱒鱤鱉鱭思
鱉鲃鱞。

今回鱴、６⽉鱰４会場鱬実施鱜鱤「東伊⾖町⼩中⼀貫教育説明会」鱬鱉鱤鱥鱉鱤
意⾒鲉質問鱭教育委員会鱳回答・説明（当⽇鱳回答鱰追記鱜鱤内容鲇鱇鲏鲃鱞）鲗
鱙紹介鱜鲃鱞。※質問・意⾒鱴紙⾯鱳関係鱬要旨鲗載鱠鱚鱠鱫鱉鱤鱥鱒鲃鱜鱤。
（説明会鱴、東伊⾖町鱳鳓鱅鳘鳒鱅鲰鱐鲎YouTube動画鱬鱙覧鱰鱯鲐鱘鱭鱑鱬鱒鲃
鱞。）

この説明会は夜間の開催だが、子育て中の保護者は日中の方が都合がいいことが

多い。例えば、学校の参観日に時間をとって行うことを考えてもらえないか。

熱川・稲取鱢鲑鱣鲑鱳地域鲗基盤鱭鱜鱫、鲍鲏地域鱭強鱔結鱸鱩鱉鱤義務教育鲗
進鲆鱫鱉鱔鱤鲆鱳⼩中⼀貫教育鲗考鱍鱫鱉鲃鱞。地域鱭連携鱜鲉鱞鱉鲫鳫鳉鲧鳀鱯
教育体制鲗鱩鱔鲐鱘鱭鲗⽬的鱭鱜鱫鱉鲃鱞鱑、熱川・稲取鱰鱘鱥鲔鱨鱤教育鱬鱴鱯
鱔、学習鱳中鱬、熱川鱳⼦鱑稲取鱰来鱫学鲘鱥鲏、稲取鱳⼦鱑熱川鱳施設鲗⾒学鱜
鱤鲏鱞鲐鲍鱋鱯町全体鱳中鱬学鱻機会鲗鲇鱩鱘鱭鲇積極的鱰⾏鱨鱫鱉鱒鲃鱞。
鲃鱤、児童⽣徒数鱑減少鱜鱫鱉鱔中鱬、熱川・稲取鱳⼦供鱤鱦鱑鱘鲑鲃鱬以上鱰
交流鱞鲐機会鲗鲇鱩鱘鱭鱴重要鱬鱇鲐鱭考鱍鲃鱞。例鱍鱵、鲱鲧鱅鳣鳈鲱鲗活⽤鱜
鱫交流学習鲗⾏鱋鱘鱭鲉、１⼈１台鱳鲷鳎鳤鲻鳀端末鲗活⽤鱜鱫意⾒交換鲗⾏鱋鱯
鱮鱳交流鲗進鲆鱫鱉鱒鱤鱉鱭考鱍鱫鱉鲃鱞。

熱川・稲取それぞれ小中一貫の学校で教育するのは、熱川・稲取にこだわった人

間を育てることにならないか。町全体を知り、考えることのできる子を育てる教育、

東伊豆町を支えていく人間を育てるカリキュラムを考えていく必要がある。熱川と稲

取を学ぶ交流活動も進めていくべき。

教育委員会鱭鱜鱫鱴、20年後鲗⾒通鱜鱤学校環境鱪鱔鲏鲗考鱍鱫鱉鲃鱞。⼩学校
同⼠、中学校同⼠鱳統合鱴、短期的鱰鱴学年鱳⼈数鲉学級数鱳増鱭鱉鱋鳙鳢鲻鳀鱑
鱇鲏鲃鱞鱑、⼩学校同⼠・中学校同⼠鲗統合鱜鱫鲇10年後鱰鱴１学年１学級鱳学校
規模鱭鱯鲐⾒通鱜鱬鱞。将来鲗⾒据鱍鱤町鱳教育環境鱭鱜鱫、横鱳同種学校統合鱬
鱴鱯鱔、縦鱳⼩中⼀貫教育鱬、⼩学校１年⽣鱐鲎中学校３年⽣鲃鱬鱳年齢幅鱳広鱉
児童⽣徒交流機会鲗増鲉鱞鱘鱭鱬社会性鲗育鱫鲐教育鲗考鱍鱫鱉鲃鱞。

小学校同士、中学校同士で統合し、社会性を持った子供になってほしい。

裏面も見てください。



特⾊鱇鲐学校鱪鱔鲏鱭鱜鱫、⼩中⼀貫教育鱬認鲆鲎鲑鱫鱉鲐教科鱳特例鲗活⽤鱜
鱫、⼩学校低学年鱐鲎鱳「英語教育」、地域鲗鲾鱅鳖鱭鱜鱤９年間鱳「地域学習」
鱯鱮鱑考鱍鲎鲑鲃鱞。鲃鱤、保護者・地域鱳⽅鲗委員鱭鱜鱤学校運営協議会鲗設置
鱜、「鲫鳗鳝鳃鲾鲛・鲱鲧鱅鳣」鱭鱞鲐鱘鱭鲇⼤鱒鱯特⾊鱰鱯鲐鱭考鱍鱫鱉鲃鱞。

★ご質問・ご意見は、東伊豆町ホームページの 【お問い合わせ】 か
東伊豆町教育委員会【電話】0557-95-6207 【〒】413-0411 東伊豆町稲取3354

【メール】kyouiku@town.higashiizu.lg.jp にお願いします。

小中一貫教育の特色ある学校づくりとして、どのような内容を考えているか。

⼩中⼀貫鱳鳙鳢鲻鳀鲗活⽤鱜鱫、安全鲉体⼒的鱯配慮鲗鱜鱯鱑鲎、希望鱞鲐⼩学
校５・６年⽣鱳部活動参加鱰鲍鲐活性化鱑考鱍鲎鲑鲃鱞（※中学⽣鱳対外試合鱰鱴
参加鱬鱒鲃鱠鲘）。鲃鱤、団体種⽬（個⼈戦鱳鱯鱉鲇鱳）鱰鱩鱉鱫鱴、２校鱳合同
部活動鲇考鱍鲎鲑鲃鱞。
鱚鲎鱰、地域鲱鳕鱅鲼指導者鲉⽂化的活動鳔鳡鳫鲾鲛鲚鱳協⼒鲗得鲎鲑鲐部活動
体制鲗鱩鱔鱨鱫鱉鱔⽅向鲗検討鱜鱫鱉鱒鲃鱞。

２校の小中一貫校で、部活動をどのように進めていくのか。

⼩中⼀貫鱳学校鱬鱴、⼩中鱳教職員鱑⼦供鱤鱦鲗⾒守鲏、９年間鲗通鱜鱤⼦供鱳
表鲑鱭変化鲗共通理解鱜鱯鱑鲎、継続的鱰⼼鱳問題鲉鱉鱝鲆防⽌鱳対応、⼀貫鱜鱤
⽣徒指導鲗進鲆鱫鱉鱔鱘鱭鱑鱬鱒鲃鱞。保護者鱭連携鱜、９年間鱳成⻑鲗通鱜鱫同
⼀歩調鱬⼦供鱤鱦鲗指導・⽀援鱜鱫鱉鱒鱤鱉鱭考鱍鱫鱉鲃鱞。

子供が少なくなり、いじめ等の問題が心配されるが、小中一貫教育でどの

ように対応するのか。

国鱳⼈⼝推計鱬鱴、東伊⾖町鱳出⽣児数鱴20〜25年後鱰年平均11名鱭推測鱚鲑鱫
鱉鲐鱤鲆、熱川・稲取鱰⼩中⼀貫校鲗設置鱜鱤後、20年鱴２校鲗維持鱬鱒鲐鱭考鱍
鱫鱉鲃鱞。
将来、児童⽣徒数鱑鱚鲎鱰減少鱜、複式学級（国鱳基準鱬２学年以上鱑１鱩鱳学
級鱭鱯鲐鱘鱭）鱑⽣鱝鲐鲍鱋鱯学校状況鱭鱯鱨鱤場合鱴、町鱬１校鱰鱞鲐検討鲗鱜
鱯鱖鲑鱵鱯鲎鱯鱔鱯鲐可能性鱑鱇鲐鱭考鱍鱫鱉鲃鱞。

熱川・稲取に小中一貫校を設置した後、将来一つの学校とすることはあるのか。


